




















抄録

　1985 年以降、分子生物学的な技術によって純粋なヒト成長ホルモン(訳注;以下 GH)を人

工的に無限に合成することが可能となっている。これによって利用性が増したため、成長

ホルモン分泌不全(訳注;以下 GHD)の児に於いてよりもむしろ他の児に於ける使用が臨床

的ならびに倫理的な問題になっている。この報告は小児に於ける現在の GH 使用状況の分

析を述べたものである。


